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１学期 ２学期 ３学期

1
学校教育目標（「他とともに，よりょく生きる生徒の育成」）を意識して教育
活動を進めている。

3.0 3.1 3.2

2
一学校一改善（「一事徹底 ～教師も生徒も同じ思いで～」）を意識して指導
に当たっている。

3.2 3.2 3.3

1
担当する分掌の業務内容を理解するとともに，必要な改善・充実を図ったり計
画的な遂行に務めたりしている。

3.2 3.2 3.5

2
担当係からの全体への連絡や報告，関係する係・管理職等との相談など，連携
は図られている。

3.1 3.1 3.4

1
当初の教育課程の編成は適切であり，また，必要な改善・調整等を行った上
で，適切な内容で実施されている。

3.0 3.1 3.3

2 授業時数を確保して，指導計画に基づいた教育活動が実施されている。 3.4 3.1 3.5

1
知識・技能の活用場面や学び合いの工夫などにより，思考力・判断力・表現力
を育成する指導を進めている。

3.0 3.2 3.2

2
「見通し」や「振り返り」の場面を充実させることにより，学力の定着を図る
指導を進めている。

3.1 3.1 3.2

3
ＩＣＴ機器の効果的な活用などにより，個別の学習や個に応じた学習の取組を
進めている。

2.7 2.6 3.0

4
家庭学習の課題の与え方や見届けを工夫するなどにより，自立的学習の習慣づ
くりを進めている。

3.0 2.9 2.9

5 読書のよさや魅力に気付かせるなど，読書に親しむ指導が進められている。 3.1 3.1 3.1

1
校内委員会の計画的実施や研修，支援員との連携などにより，特別支援教育態
勢の充実が進められている。

3.5 3.4 3.4

2
支援を要する生徒への適切な支援・配慮の実施や保護者との連携が進められて
いる。

3.2 3.2 3.3

3
巡回相談の計画的活用等による適切な就学支援や教育委員会等との連携が進め
られている。

3.5 3.3 3.6

1
学級経営や教科指導等あらゆる場面が生徒一人一人の人格形成の場であること
を踏まえながら，「褒める・認める」，「叱る」を上手に使い，自己理解や効
力感を感じさせる指導を進めている。

3.1 3.2 3.2

2
共感的な人間関係や支持的な風土のある学級づくりや集団づくり，生徒が教師
に相談しやすい関係づくりを進めている。

3.1 3.2 3.2

3
規範意識の向上やアンケート等によるいじめ問題の未然防止・早期発見，本人
や周囲からの訴えに即時に対応し，解決する体制づくりが進められている。

3.2 3.3 3.3

4
不登校傾向の早期発見のための教員間の情報交換，生徒の悩みや困り感の把
握，担任任せにせず支援チーム等による対応などにより，不登校・不登校傾向
の解消に向けた組織的対応が進められている。

2.9 3.0 3.1

5
問題行動等に対する教員間の速やかな連携と「見過ごさない」・「見届ける」
指導を進めている。

3.3 3.3 3.4

1
学級活動での話合い活動や目標を共有する取組の活性化などにより，自治的，
自発的な活動の充実が進められている。

3.0 3.0 3.0

2
専門部活動等への適切な指導・助言により，生徒会活動の活性化が進められて
いる。

2.6 3.0 3.2

3
生徒会活動との連携を図るなどにより，生徒の主体性を生かした学校行事の企
画・運営が進められている。

2.4 2.9 3.1

1
３年間の見通しと各学年での取組の意義を理解させることなどにより，キャリ
ア教育の充実が進められている。

2.8 3.0 3.0

2
体験的活動や外部人材等の効果的な活用などにより，望ましい職業観や就業観
の育成が進められている。

2.7 2.8 3.0

3
キャリアパスポートの活用などにより，自己理解を深めることや自己実現への
意欲を醸成することが進められている。

2.7 2.8 3.0

回答数

評価　４：当てはまる　３：どちらかというと当てはまる　２：どちらかというと当てはまらない　１：当てはまらない

こちらから回答できます→　https://forms.gle/MLeyTaDSvEos7Zmd6
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1
考え議論する場や活動内容，発問や教材の工夫等の工夫やそれらを共有化する
ことなどにより，道徳科の充実が進められている。

3.1 3.0 3.3

2
別葉を活用するなどし，各教科等の教育活動で行う道徳教育を明確化・具体化
して指導を進めている。

2.6 2.9 2.9

1
全教育活動において，互いの人権・人格や生命尊重を基盤とした教育活動が進
められている。

3.3 3.3 3.1

2
いじめの問題やインクルーシブ教育，同和問題などの差別問題についての理解
を深める研修等により，教員自身の人権感覚の向上や多様性を尊重した指導が
進められている。

3.2 3.0 3.3

1
郷土の学習素材や人材の活用，地域行事への参加などにより，郷土教育の取組
が進められている。

2.5 2.6 2.7

2 18歳成人を見据えた消費者教育や主権者教育の取組が進められている。 2.3 2.5 2.6

1
換気，手洗い，互いの距離とマスク着用等，新型コロナウィルス感染症の対策
の徹底が進められている。

3.1 3.2 3.3

2
生徒会活動や（学校保健委員会・ＰＴＡ等と連携した取組）等による生徒や家
庭の意識の向上が進められている。

2.6 2.8 2.7

3
性に関する指導や薬物乱用防止等について，段階を踏まえた指導や講師活用に
よる指導の取組が進められている。

3.3 3.1 3.2

4
避難訓練等での指導や日頃の指導を通じて，危険予知や自分の身を自分で守る
意識を高める指導が進められている。

3.2 3.3 3.1

5
教科や体育的行事，部活動等での指導を通じて，体力・運動能力の向上やそれ
らを自主的な取組につなげる指導が進められている。

3.1 3.1 3.1

6
給食指導・食に関する指導を通じて，栄養と健康についての理解と食に関する
意識向上が進められている。

3.1 2.9 3.1

1
経営方針や教育活動の意義・成果等の積極的な広報の推進と学校評価の在り方
の改善が進められている。

2.9 3.1 3.1

2 家庭との連携及び（ＰＴＡ活動）の充実が進められている。 2.6 2.8 2.5

3
義務教育９年間を見通した指導の実現に向けた小中連携の充実が進められてい
る。

2.4 2.6 2.6

4
校区コミュニティ協議会や学校支援ボランティアの活用等，地域との連携・協
働が進められている。

2.6 2.6 2.5

5
創立40周年を踏まえた学校や伝統に対する誇りと自覚を培う取組が進められて
いる。

2.5 2.8 2.5

1
環境教育，清掃などの環境美化や緑化活動において，生徒の取組を生かしなが
ら活動が進められている。

3.0 2.9 3.1

2
校内掲示や教室設営の工夫等による学習環境や言語環境を整える取組が進めら
れている。

2.9 2.8 3.0

3
安全点検を徹底するとともに，施設・設備の充実や補修改善が進められてい
る。

3.0 3.1 3.2

1
学習評価を中心に，学習指導要領を踏まえた指導の在り方についての研修を進
めている。

3.2 3.1 3.1

2
ＧＩＧＡスクールの実現に向けて，ＩＣＴ活用や情報モラル指導の在り方など
についての研修を進めている。

2.9 3.0 3.1

3
多様な発達，異なるニーズの生徒に対応する指導の在り方や指導の技術などに
ついての研修を進めている。

2.8 3.0 3.1

1
”０（ゼロ） 無事故・無違反”の達成を目指して，法令遵守と不祥事根絶へ
の強い意識を持って職務に当たっている。

3.6 3.7 3.7

2
校務の分担や内容の見直し，校務支援システムの活用などにより，業務の精
選・適正化が進められている。

2.7 3.0 3.0

3
「業務時間の上限」や自身の健康管理を踏まえて，効率的な業務遂行を進め
ている。

2.5 2.7 2.9
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